
令和8年度　年間授業計画

教　科：理科　　科　目：物理　　単位数：4

対象学年：第3学年

教科（　理科　) の目標

科目（　物理　) の目標

【思考力、判断力、表現力等】

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に

探究しようとする態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身

に付けるようにする。

使用教材
教科書： 物理[物理/706]（数研出版）

補助教材： 新編アクセス　総合物理（浜島書店）

【 知　識　及　び　技　能 】

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける

ようにする。



単元

単元

単元

単元
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一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・等速円運動する物体には，どのような力がはたらいているかを理解する。

・電車などの乗りものが急発進をしたり，急ブレーキをかけたりするとき，車内の人に現

れる力の原因について，理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・等速円運動する物体には，どのような力がはたらいているかを理解しようとしている。

・電車などの乗りものが急発進をしたり，急ブレーキをかけたりするとき，車内の人に現

れる力の原因について，理解しようとしている。

定期考査（中間考査）/返却と解説

8

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・等速円運動をしている物体の回転の速度，角速度，周期，回転数の諸量の定義が理解で

きている。

・慣性力を含めたつりあいの式を立てることができるようにする。

・単振動の変位，速度，加速度の式，運動方程式を理解する。

・ケプラーの法則を理解する。

等速円運動、慣性力、単振動、万有引力 ・等速円運動をしている物体の回転の速度，角速度，周期，回転数の諸量の定義が理解で

きている。

・慣性力を含めたつりあいの式を立てることができる。

・単振動の変位，速度，加速度の式，運動方程式を理解している。

・ケプラーの法則を理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

円運動と万有引力 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇
・等速円運動の中心方向の運動方程式から，物体の運動を考えることができるようにす

る。

・慣性力とその他の力の違いについて理解し，説明できるようにする。

・万有引力の式を用いて，異なる惑星の表面上での重力加速度の大きさを比較することが

できるようにする。

・だ円運動する惑星の運動について説明できるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・等速円運動の中心方向の運動方程式から，物体の運動を考えることができる。

・慣性力とその他の力の違いについて理解し，説明できる。

・万有引力の式を用いて，異なる惑星の表面上での重力加速度の大きさを比較することが

できる。

・だ円運動する惑星の運動について説明でき

学びに向かう力、人間性等

指導事項 知識・技能

・運動量と力積について，求め方を理解する。

・反発係数の式を用いて，衝突する物体の運動を調べることができるようにする。

・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求めることができるようにする。

・弾性衝突以外の衝突では，力学的エネルギーが保存されないことを理解する。

運動量と力積、運動量保存、反発係数 ・運動量と力積について，求め方を理解している。

・反発係数の式を用いて，衝突する物体の運動を調べることができる。

・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求めることができる。

・弾性衝突以外の衝突では，力学的エネルギーが保存されないことを理解している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・物体の運動について，運動量と力積を用いて理解する。

・身のまわりにある物体どうしの衝突の際に，衝突の前後で変わらない量があり，それが

運動量であること，また運動量が衝突の前後で保存する条件を理解する。

・弾みやすいかどうかを定量的に表すのが反発係数であるということを理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・物体の運動について，運動量と力積を用いて理解しようとしている。

・身のまわりにある物体どうしの衝突の際に，衝突の前後で変わらない量があり，それが

運動量であること，また運動量が衝突の前後で保存する条件を理解しようとしている。

・弾みやすいかどうかを定量的に表すのが反発係数であるということを理解しようとして

いる。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・運動量保存則が成りたつ条件を説明することができるようにする。

・反発係数と運動量，力学的エネルギーの関係を説明することができるようにする。

・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求め，物体の運動を説明することができ

るようにする。

教科書、副教材、タブレット ・運動量保存則が成りたつ条件を説明することができる。

・反発係数と運動量，力学的エネルギーの関係を説明することができる。

・運動量保存則と反発係数の式から物体の速さを求め，物体の運動を説明することができ

る。

運動量の保存 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

4

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・力のモーメントについて理解する。

・剛体のつりあいでは，並進運動をしない条件と回転運動しない条件が必要なことを理解

する。

・与えられた剛体（または物体系）の重心を求めることができるようにする。

剛体のつり合いと重心 ・力のモーメントについて理解している。

・剛体のつりあいでは，並進運動をしない条件と回転運動しない条件が必要なことを理解

している。

・与えられた剛体（または物体系）の重心を求めることができる。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

剛体 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

〇 〇 〇 8

知識及び技能

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・平面運動をしている物体の速度や加速度，相対速度などの表し方について学ぶ意味を理

解する。

・落体の運動，特に水平投射，斜方投射について，物体の運動はどのようになっているか

理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・平面運動をしている物体の速度や加速度，相対速度などの表し方について学ぶ意味を理

解しようとしている。

・落体の運動，特に水平投射，斜方投射について，物体の運動はどのようになっているか

理解しようとしている。

一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・剛体のつりあいには，並進運動しない条件だけではなく，回転運動をしない条件が必要

なことを理解する。

・剛体が傾く条件や転倒する条件を理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・剛体のつりあいには，並進運動しない条件だけではなく，回転運動をしない条件が必要

なことを理解しようとしている。

・剛体が傾く条件や転倒する条件を理解しようとしている。

1

　

学

　

期

平面内の運動 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇 4

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・動く観測者から見た場合の，観測者と同じ平面上を動く物体の運動のようすを説明でき

るようにする。

・斜方投射の運動のようすを，鉛直方向と水平方向に分けて説明できるようにする。

・斜方投射について，例題3で求められる水平到達距離の式の意味を理解し，説明すること

ができるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・動く観測者から見た場合の，観測者と同じ平面上を動く物体の運動のようすを説明でき

る。

・斜方投射の運動のようすを，鉛直方向と水平方向に分けて説明できる。

・斜方投射について，例題3で求められる水平到達距離の式の意味を理解し，説明すること

ができる。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・平面上の合成速度，相対速度の意味と求め方を理解する。

・水平投射は鉛直方向には自由落下，水平方向には等速直線運動をしていることを理解

し，適切に式を運用できるようにする。

・斜方投射は鉛直方向には鉛直投げ上げ，水平方向には等速直線運動をしていることを理

解し，適切に式を運用できるようにする。

平面内の速度、落体の運動 ・平面上の合成速度，相対速度の意味と求め方を理解している。

・水平投射は鉛直方向には自由落下，水平方向には等速直線運動をしていることを理解

し，適切に式を運用できる。

・斜方投射は鉛直方向には鉛直投げ上げ，水平方向には等速直線運動をしていることを理

解し，適切に式を運用できる。

・力のモーメントの式を理解し，うでの長さが異なるときにはたらく力の大きさについて

考察できるようにする。

・剛体にはたらく力がつりあうための2つの条件を理解し，はたらく力の間の関係につい

て説明できるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・力のモーメントの式を理解し，うでの長さが異なるときにはたらく力の大きさについて

考察できる。

・剛体にはたらく力がつりあうための2つの条件を理解し，はたらく力の間の関係につい

て説明できる。

学びに向かう力、人間性等

令和8年度　年間授業計画　科目（　物理　) 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数



単元

単元

単元

単元
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一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・光が関係する現象に興味をもち，光についての基本事項と光の進み方について理解す

る。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・光が関係する現象に興味をもち，光についての基本事項と光の進み方について理解しよ

うとしている。

定期考査（期末考査）/返却と解説

6

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・光は進んでいくとき，反射，屈折，分散，散乱を行うこと，またその際にどのような法

則が成りたっているのかを理解する。

・ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，ニュートンリングのそれぞれの光の

干渉条件を理解する。

光の性質、光の干渉と回折 ・光は進んでいくとき，反射，屈折，分散，散乱を行うこと，またその際にどのような法

則が成りたっているのかを理解している。

・ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，ニュートンリングのそれぞれの光の

干渉条件を理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

光 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇
・回折格子の実験で波長や格子定数を変えたときの明線の間隔の変化を考えることができ

るようにする。

・ヤングの実験で光が強めあうときの条件を説明することができるようにする。

・くさび形空気層の平面ガラスに力を加えたときの縞の変化について説明することができ

るようにする。

教科書、副教材、タブレット ・回折格子の実験で波長や格子定数を変えたときの明線の間隔の変化を考えることができ

る。

・ヤングの実験で光が強めあうときの条件を説明することができる。

・くさび形空気層の平面ガラスに力を加えたときの縞の変化について説明することができ

る。

学びに向かう力、人間性等

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・音の干渉について，音が強めあう条件と弱めあう条件を理解する。

・うなりについて，音の干渉の知識を用いて定量的に扱うことができるようにする。

・ドップラー効果の式を用いて，観測者が聞く音の振動数を求めることができるようにす

る。

音のドップラー効果 ・音の干渉について，音が強めあう条件と弱めあう条件を理解している。

・うなりについて，音の干渉の知識を用いて定量的に扱うことができる。

・ドップラー効果の式を用いて，観測者が聞く音の振動数を求めることができる。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・音が関係する現象に興味をもち，音の性質と音の伝わり方について理解する。

・身近な現象である音のドップラー効果に興味をもち，なぜそのような現象が起こるか理

解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・音が関係する現象に興味をもち，音の性質と音の伝わり方について理解しようとしてい

る。

・身近な現象である音のドップラー効果に興味をもち，なぜそのような現象が起こるか理

解しようとしている。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・運動している音源から出た音の波長が，音源の前方と後方でどのように変化するかを説

明することができるようにする。

・観測者が動く場合（音源は静止）のドップラー効果がなぜ起きるか説明することができ

るようにする。

教科書、副教材、タブレット ・運動している音源から出た音の波長が，音源の前方と後方でどのように変化するかを説

明することができる。

・観測者が動く場合（音源は静止）のドップラー効果がなぜ起きるか説明することができ

る。

8

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・波が伝わるようすを，グラフで表現することができるようにする。

・定在波が生じるしくみを理解する。

・水面波の干渉で強めあう点と弱めあう点の条件を理解する。

・波の反射・屈折の際に，どのような法則があるかを理解する。

波と媒質の振動、正弦波の式、波の伝わり方 ・波が伝わるようすを，グラフで表現することができる。

・定在波が生じるしくみを理解している。

・水面波の干渉で強めあう点と弱めあう点の条件を理解している。

・波の反射・屈折の際に，どのような法則があるかを理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

波の伝わり方 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

〇 4

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・理想気体の状態方程式を用いることができるようにする。

・単原子分子理想気体の内部エネルギーについて理解する。

・気体の状態変化の，「定積変化」，「定圧変化」，「等温変化」，「断熱変化」を，そ

れぞれp－Ｖ図や式で表すことができるようにする。

・熱機関のモデルとして，サイクルの状態変化を理解し，熱効率を求めることができるよ

うにする。

気体分子の運動、気体の状態変化、 ・理想気体の状態方程式を用いることができる。

・単原子分子理想気体の内部エネルギーについて理解できている。

・気体の状態変化の，「定積変化」，「定圧変化」，「等温変化」，「断熱変化」を，そ

れぞれp－Ｖ図や式で表すことができる。

・熱機関のモデルとして，サイクルの状態変化を理解し，熱効率を求めることができる。

思考力、判断力、表現力等 教材

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・気体の分子がもっている質量，速度，運動量などのミクロな量と，気体の圧力などマク

ロな量がどのような関係にあるか興味関心をもち，理解する。

・気体が状態変化をするとき，エネルギーはどのようになるのかを理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・気体の分子がもっている質量，速度，運動量などのミクロな量と，気体の圧力などマク

ロな量がどのような関係にあるか興味関心をもち，理解しようとしている。

・気体が状態変化をするとき，エネルギーはどのようになるのかを理解しようとしてい

る。

1

　

学

　

期

気体のエネルギーと状態変化 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

思考・判断・表現

・壁に分子が衝突することから分子の運動量の変化，壁が受ける力積から壁が受ける圧力

を考察し，理想気体の気体分子の速度と圧力の関係について説明できるようにする。

・平均運動エネルギーと絶対温度の関係を説明できるようにする。

・気体の状態変化と気体がされた仕事について説明できるようにする。

・熱機関のしくみを説明できるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・壁に分子が衝突することから分子の運動量の変化，壁が受ける力積から壁が受ける圧力

を考察し，理想気体の気体分子の速度と圧力の関係について説明できる。

・平均運動エネルギーと絶対温度の関係を説明できる。

・気体の状態変化と気体がされた仕事について説明できる。

・熱機関のしくみを説明できる。

・水面を伝わる波の発生条件について説明できるようにする。

・横波と縦波の違いについて説明できるようにする。

・2つの波源から出た波が，強めあう条件と弱めあう条件を説明することができるようにす

る。

・海岸に向かってくる波の波面が海岸線に対して平行になる理由を説明することができる

ようにする。

教科書、副教材、タブレット ・水面を伝わる波の発生条件について説明できる。

・横波と縦波の違いについて説明できる。

・2つの波源から出た波が，強めあう条件と弱めあう条件を説明することができる。

・海岸に向かってくる波の波面が海岸線に対して平行になる理由を説明することができ

る。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・身近な波の現象に興味をもち，波の発生原理や基本事項について理解する。

・正弦波を数式で表す方法について理解する。

・波の干渉や反射，屈折，回折などの波の伝わり方に興味をもち，理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・身近な波の現象に興味をもち，波の発生原理や基本事項について理解しようとしてい

る。

・正弦波を数式で表す方法について理解しようとしている。

・波の干渉や反射，屈折，回折などの波の伝わり方に興味をもち，理解しようとしてい

る。

音の伝わり方 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

令和8年度　年間授業計画　科目（　物理　) 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数



単元

単元

単元

単元

〇 〇 〇 2

一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・相互誘導の現象は変圧器とも関係している。このことから，自己誘導・相互誘導に学習

する意欲・関心をもっている。

・生活の中で利用しているさまざまな電磁波に興味をもち，電磁波の性質について理解す

る。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・相互誘導の現象は変圧器とも関係している。このことから，自己誘導・相互誘導に学習

する意欲・関心をもっている。

・生活の中で利用しているさまざまな電磁波に興味をもち，電磁波の性質について理解し

ようとしている。

定期考査（中間考査）/返却と解説

12

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・自己誘導や相互誘導などの関係式を適用できるようにする。

・コイル・コンデンサーのリアクタンスについて理解する。また，交流回路のインピーダ

ンスについても理解する。

・共振回路や電気振動についても理解する。

電磁誘導の法則、交流回路、電磁波 ・自己誘導や相互誘導などの関係式を適用できる。

・コイル・コンデンサーのリアクタンスについて理解している。また，交流回路のイン

ピーダンスについても理解している。

・共振回路や電気振動についても理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

電磁誘導と電磁波 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇
・渦電流の各事例について考察，説明ができるようにする。

・自己誘導起電力の大きさを表す式を，ともにファラデーの電磁誘導の法則の式から説明

することができるようにする。

・抵抗，コイル，コンデンサーに流れる交流電流に対する位相差について説明できるよう

にする。

教科書、副教材、タブレット ・渦電流の各事例について考察，説明ができる。

・自己誘導起電力の大きさを表す式を，ともにファラデーの電磁誘導の法則の式から説明

することができる。

・抵抗，コイル，コンデンサーに流れる交流電流に対する位相差について説明できる。

学びに向かう力、人間性等

〇 6

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・直線電流，円形電流，ソレノイドの電流がつくる磁場について理解する。

・フレミングの左手の法則について理解する。

・平行電流が及ぼしあう力について，定量的・定性的に理解する。

・ローレンツ力について理解する。

磁場、ローレンツ力 ・直線電流，円形電流，ソレノイドの電流がつくる磁場について理解している。

・フレミングの左手の法則について理解している。

・平行電流が及ぼしあう力について，定量的・定性的に理解している。

・ローレンツ力について理解している

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・磁石の性質に興味を示し，身近なものとの関連を考えることができるようにする。

・導線に電流を流すと導線のまわりに磁場ができることに驚きと興味を示し，より深くこ

のことについて学ぼうする。

・モーターがなぜ動くのかに興味・関心を示し，電流が磁場から受ける力について理解す

る。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・磁石の性質に興味を示し，身近なものとの関連を考えることができる。

・導線に電流を流すと導線のまわりに磁場ができることに驚きと興味を示し，より深くこ

のことについて学ぼうとしている。

・モーターがなぜ動くのかに興味・関心を示し，電流が磁場から受ける力について理解し

ようとしている。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・直線電流や円形電流がつくる磁場について説明できるようにする。

・フレミングの左手の法則を用いて，電流の流れている導線がどの向きに力を受けるかを

判断することができるようにする。

・ローレンツ力とは何かを説明できるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・直線電流や円形電流がつくる磁場について説明できる。

・フレミングの左手の法則を用いて，電流の流れている導線がどの向きに力を受けるかを

判断することができる。

・ローレンツ力とは何かを説明できる。

8

知識及び技能 指導事項 知識・技能

「起電力」と「電圧降下」の意味を理解しており，キルヒホッフの法則を正しく適用する

ことができるようにする。

・電池の起電力や内部抵抗の関係やホイートストンブリッジ，電位差計など未知の抵抗値

や起電力を調べる方法を理解する。

・p型半導体，n型半導体とは何かについて理解する。

直流回路、半導体 「起電力」と「電圧降下」の意味を理解しており，キルヒホッフの法則を正しく適用する

ことができる。

・電池の起電力や内部抵抗の関係やホイートストンブリッジ，電位差計など未知の抵抗値

や起電力を調べる方法を理解している。

・p型半導体，n型半導体とは何かについて理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

電流 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇

〇 12

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・箔検電器を用いた電荷の移動について正しく理解する。

・電場とはどのようなものかを理解し，電荷が電場から受ける力や電場の強さの式を正し

く適用できるようにする。

・電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用できるようにする。

・コンデンサーの直列接続，並列接続の公式を理解する。

静電気力、電場、電位、コンデンサー ・箔検電器を用いた電荷の移動について正しく理解している。

・電場とはどのようなものかを理解し，電荷が電場から受ける力や電場の強さの式を正し

く適用できる。

・電位について理解し，さまざまな関係式を正しく適用できる。

・コンデンサーの直列接続，並列接続の公式を理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・身近な現象から，静電気の現象に興味・関心をもち，さまざまな静電気現象について理

解する。

・身近なコンデンサーの利用例について興味・関心をもち，コンデンサーの性質などを理

解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・身近な現象から，静電気の現象に興味・関心をもち，さまざまな静電気現象について理

解しようとしている。

・身近なコンデンサーの利用例について興味・関心をもち，コンデンサーの性質などを理

解しようとしている。

2

　

学

　

期

電場 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

思考・判断・表現

・静電誘導及び誘電分極の現象について，それぞれ説明できるようにする。

・電場はベクトル量，電位はスカラー量であることを理解し，説明できるようにする。

・電気力線と等電位線の関係について説明できるようにする。

・平行板コンデンサーの充電のメカニズムを説明することができるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・静電誘導及び誘電分極の現象について，それぞれ説明できる。

・電場はベクトル量，電位はスカラー量であることを理解し，説明できる。

・電気力線と等電位線の関係について説明できる。

・平行板コンデンサーの充電のメカニズムを説明することができる。

・電圧降下とはどのようなことかを説明できるようにする。

・測定する抵抗値の大きさによって，どのような電気回路がより正しい値を測定できるか

を判断できるようにする。

・半導体ダイオードの整流作用について説明できるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・電圧降下とはどのようなことかを説明できる。

・測定する抵抗値の大きさによって，どのような電気回路がより正しい値を測定できるか

を判断できる。

・半導体ダイオードの整流作用について説明できる。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・電気回路の各抵抗への電流が流れる量や電圧の加わり方がどのようになるかに興味を示

す。

・半導体が多くの電子機器に利用されていることを知り，半導体に興味や関心をもつこと

ができるようにする。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・電気回路の各抵抗への電流が流れる量や電圧の加わり方がどのようになるかに興味を示

している。

・半導体が多くの電子機器に利用されていることを知り，半導体に興味や関心をもつこと

ができる。

電流と磁場 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

令和8年度　年間授業計画　科目（　物理　)

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数



単元

単元

〇 〇 〇 2

単元

単元

〇 〇 〇 0

合計

140

24

知識及び技能 指導事項 知識・技能

物理現象において、その現象を理解する。 各自の進路希望に沿う 物理現象において、その現象を理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

個別指導 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇
理解した現象を説明できるようにする。 教科書、副教材、タブレット

7

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・扱われている題材と学習内容との関連について理解する。 物理学が築く未来 ・扱われている題材と学習内容との関連について理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・「物理学が築く未来」を通読させた後，個々の生徒がどのようなところに疑問や関心を

寄せ，どのようなところをより深く知りたいと思ったか，示すことができるようにする。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・「物理学が築く未来」を通読させた後，個々の生徒がどのようなところに疑問や関心を

寄せ，どのようなところをより深く知りたいと思ったか，示すことができる。

〇

3

　

学

　

期

物理学が築く未来 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

思考・判断・表現

・最新の科学技術に，高校で学んだ物理学の知識がどのように活用されているかを説明で

きるようにする。

教科書、副教材、タブレット ・最新の科学技術に，高校で学んだ物理学の知識がどのように活用されているかを説明で

きる。

理解した現象を説明できる。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

現象について興味を持とうする。 課題の提出 現象について興味を持とうとしている。

定期考査（期末考査）/返却と解説

10

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・ボーア理論（量子条件・振動条件）について理解する。

・放射性崩壊によって，原子核がどのように変化するか理解する。

・核反応を式に表すことができるようにする。

・結合エネルギーの定義を理解し，核反応によって放出されるエネルギーを求めることが

できるようにする。

原子核、放射線、核エネルギー ・ボーア理論（量子条件・振動条件）について理解している。

・放射性崩壊によって，原子核がどのように変化するか理解している。

・核反応を式に表すことができる。

・結合エネルギーの定義を理解し，核反応によって放出されるエネルギーを求めることが

できる。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

原子と原子核 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇 〇
・α線，β線，γ線の正体や，α崩壊，β崩壊のしくみを説明できるようにする。

・核反応を式に表すことができるようにする。

・結合エネルギーの定義を理解し，核反応によって放出されるエネルギーを求めることが

できるようにする。

・核分裂反応・核融合反応について理解する。

教科書、副教材、タブレット

9

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・放電（気体放電，真空放電）および陰極線について理解する。

・電子の比電荷について，測定原理も含めて理解する。

・光電効果について理解する。

・X線の性質，特徴について理解する。

電子、光の粒子性、Ｘ線 ・放電（気体放電，真空放電）および陰極線について理解している。

・電子の比電荷について，測定原理も含めて理解している。

・光電効果について理解している。

・X線の性質，特徴について理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・電子がどのようにして発見されたのか，また電子の電荷や質量はどのようにして測定さ

れたのかに興味をもち，電子の性質について理解する。

・光が粒子性をもつことに興味・関心を示し，光電効果の原理などを理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・電子がどのようにして発見されたのか，また電子の電荷や質量はどのようにして測定さ

れたのかに興味をもち，電子の性質について理解しようとしている。

・光が粒子性をもつことに興味・関心を示し，光電効果の原理などを理解しようとしてい

る。

〇

2

　

学

　

期

電子と光 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

〇 〇

思考・判断・表現

・電子の比電荷と電気素量の値から電子の質量をどのように求めるか説明できるようにす

る。

・光電効果の原理を踏まえて，考え，説明することができるようにする。

・X線回折とＸ線のコンプトン効果について，波動性と粒子性を踏まえて説明できるよう

にする。

教科書、副教材、タブレット ・電子の比電荷と電気素量の値から電子の質量をどのように求めるか説明できる。

・光電効果の原理を踏まえて，考え，説明することができる。

・X線回折とＸ線のコンプトン効果について，波動性と粒子性を踏まえて説明できる。

・α線，β線，γ線の正体や，α崩壊，β崩壊のしくみを説明できる。

・核反応を式に表すことができる。

・結合エネルギーの定義を理解し，核反応によって放出されるエネルギーを求めることが

できる。

・核分裂反応・核融合反応について理解している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・「放射線」と「放射性物質」ではどのように意味が異なるかに，興味・関心を示し，放

射線とその性質について理解する。

・核エネルギーとは何か，どうしてあのような莫大な量のエネルギーが取り出せるのか

に，興味・関心を示し，理解する。

実験動画の閲覧、実験結果の解析、レポートの作成 ・「放射線」と「放射性物質」ではどのように意味が異なるかに，興味・関心を示し，放

射線とその性質について理解しようとしている。

・核エネルギーとは何か，どうしてあのような莫大な量のエネルギーが取り出せるのか

に，興味・関心を示し，理解しようとしている。

定期考査（期末考査）/返却と解説

令和8年度　年間授業計画　科目（　物理　)

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数


